
(57)【要約】

【課題】自然感に富む色彩効果を発現可能な複合スラブ

糸およびその製造方法およびかかる複合スラブ糸を含む

織編物を提供する。

【解決手段】少なくとも染色性を異にするマルチフィラ

メント糸条Ａおよびマルチフィラメント糸条Ｂを用いて

、これら糸条Ａおよび糸条Ｂの供給速度を各々独立かつ

ランダムに変化させながら圧空乱流ノズルで混繊処理す

ることにより、下記（ａ）～（ｄ）の構造部を糸長方向

に沿ってランダムに有し、スラブ構造部（ａ）～（ｃ）

の合計個数が１～９０個／ｍであり、かつスラブ構造部

（ａ）～（ｃ）の平均見かけ繊度が複合糸全体繊度の１

．０５～１０倍の範囲内である複合スラブ糸を得る。

（ａ）糸条Ａが芯部に、糸条Ｂがスラブを形成しながら

鞘部に位置するスラブ構造部。

（ｂ）糸条Ｂが芯部に、糸条Ａがスラブを形成しながら

鞘部に位置するスラブ構造部。

（ｃ）糸条Ａと糸条Ｂとが混ざりあいながらスラブを形

成するスラブ構造部。

（ｄ）糸条Ａと糸条Ｂとが引き揃えられたフラット構造
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 互 い に 染 色 性 を 異 に す る マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ お よ び マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ を
含 む 複 合 糸 で あ っ て 、 下 記 （ ａ ） ～ （ ｄ ） の 構 造 部 を 糸 長 方 向 に 沿 っ て ラ ン ダ ム に 有 し 、
ス ラ ブ 構 造 部 （ ａ ） ～ （ ｃ ） の 合 計 個 数 が １ ～ ９ ０ 個 ／ ｍ で あ り 、 か つ ス ラ ブ 構 造 部 （ ａ
） ～ （ ｃ ） の 平 均 見 か け 繊 度 が 複 合 糸 全 体 繊 度 の １ ． ０ ５ ～ １ ０ 倍 の 範 囲 内 で あ る こ と を
特 徴 と す る 複 合 ス ラ ブ 糸 。
（ ａ ） マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ が 芯 部 に 位 置 し 、 一 方 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ が ス ラ
ブ を 形 成 し な が ら 鞘 部 に 位 置 す る ス ラ ブ 構 造 部 。
（ ｂ ） マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ が 芯 部 に 位 置 し 、 一 方 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ が ス ラ
ブ を 形 成 し な が ら 鞘 部 に 位 置 す る ス ラ ブ 構 造 部 。
（ ｃ ） マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ と マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ と が 混 ざ り あ い な が ら ス ラ
ブ を 形 成 す る ス ラ ブ 構 造 部 。
（ ｄ ） マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ と マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ と が 引 き 揃 え ら れ た フ ラ ッ
ト 構 造 部 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ス ラ ブ 構 造 部 （ ａ ） ～ （ ｃ ） に お い て ス ラ ブ の 形 状 が ル ー プ 状 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の
複 合 ス ラ ブ 糸 。
【 請 求 項 ３ 】
　 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ お よ び マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ の う ち 、 ど ち ら か 一 方 が カ
チ オ ン 染 料 可 染 性 ポ リ エ ス テ ル か ら 形 成 さ れ 、 他 方 が カ チ オ ン 染 料 不 染 性 ポ リ エ ス テ ル か
ら 形 成 さ れ る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 複 合 ス ラ ブ 糸 。
【 請 求 項 ４ 】
　 少 な く と も 互 い に 染 色 性 を 異 に す る マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ お よ び マ ル チ フ ィ ラ メ ン
ト 糸 条 Ｂ を 用 い て 、 こ れ ら マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ お よ び マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ の
供 給 速 度 を 各 々 独 立 か つ ラ ン ダ ム に 変 化 さ せ な が ら 圧 空 乱 流 ノ ズ ル で 混 繊 処 理 す る 請 求 項
１ に 記 載 の 複 合 ス ラ ブ 糸 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 圧 空 乱 流 ノ ズ ル が タ ス ラ ン ノ ズ ル で あ る 請 求 項 ４ に 記 載 の 複 合 ス ラ ブ 糸 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 複 合 ス ラ ブ 糸 を 含 ん で な る 織 編 物 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 自 然 感 に 富 む 色 彩 効 果 を 発 現 可 能 な 複 合 ス ラ ブ 糸 お よ び そ の 製 造 方 法 お よ び
か か る 複 合 ス ラ ブ 糸 を 含 む 織 編 物 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 を 用 い た ス ラ ブ 糸 と し て は 、 供 給 量 を 異 に す る ２ 種 の 糸
条 を 仮 撚 加 工 し て 得 ら れ る 複 合 ス ラ ブ 糸 が よ く 知 ら れ て い る 。 し か る に 、 か か る 仮 撚 加 工
に よ り 得 ら れ た 複 合 ス ラ ブ 糸 は 通 常 糸 条 全 体 に 撚 り を 有 す る た め 、 か か る 複 合 ス ラ ブ 糸 を
用 い て 得 ら れ た 織 編 物 で は 、 風 合 い が 硬 く ま た 色 彩 も 単 調 で 自 然 感 に 欠 け る と い う 問 題 が
あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 、 仮 撚 加 工 を 用 い な い 方 法 と し て 、 ２ 種 の マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 に フ ィ ー ド 差 を
も う け て 圧 空 乱 流 処 理 す る 方 法 や 、 ２ 種 の マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 の 一 方 を 変 速 ロ ー ラ ー
で 供 給 量 を ラ ン ダ ム に 変 化 さ せ な が ら 圧 空 乱 流 処 理 す る 方 法 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ）
も 知 ら れ て い る 。 し か し な が ら 、 こ れ ら の 方 法 に よ り 得 ら れ た 複 合 ス ラ ブ 糸 の ス ラ ブ 構 造
部 は 一 方 の マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 で の み 形 成 さ れ る た め 、 か か る 複 合 ス ラ ブ 糸 を 用 い て
得 ら れ た 織 編 物 で は 、 風 合 い が 硬 く な る こ と は な い も の の 、 や は り 色 彩 が 単 調 で あ り 自 然
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感 の 点 で 十 分 と は い え な か っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － １ ５ ６ ５ ３ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 背 景 に 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 自 然 感 に 富 む 色 彩 効 果 を
発 現 可 能 な 複 合 ス ラ ブ 糸 お よ び そ の 製 造 方 法 お よ び か か る 複 合 ス ラ ブ 糸 を 含 む 織 編 物 を 提
供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 者 ら は 上 記 の 課 題 を 達 成 す る た め 鋭 意 検 討 し た 結 果 、 互 い に 染 色 性 を 異 に す る ２
種 の マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ お よ び Ｂ を 用 い て 、 各 々 糸 条 の 供 給 速 度 を 独 立 か つ ラ ン ダ
ム に 変 化 さ せ な が ら 圧 空 乱 流 ノ ズ ル で 混 繊 処 理 す る こ と に よ り 、 糸 条 Ａ が 芯 部 に 位 置 し 糸
条 Ｂ が 鞘 部 に 位 置 す る ス ラ ブ 構 造 部 （ ａ ） 、 糸 条 Ｂ が 芯 部 に 位 置 し 糸 条 Ａ が 鞘 部 に 位 置 す
る ス ラ ブ 構 造 部 （ ｂ ） 、 糸 条 Ａ と 糸 条 Ｂ と が 混 ざ り あ い な が ら ス ラ ブ を 形 成 す る ス ラ ブ 構
造 部 （ ｃ ） 、 お よ び 糸 条 Ａ と 糸 条 Ｂ と が 引 き 揃 え ら れ た フ ラ ッ ト 構 造 部 （ ｄ ） を 有 す る 複
合 ス ラ ブ 糸 が 得 ら れ 、 か か る 複 合 ス ラ ブ 糸 に よ れ ば 自 然 感 に 富 む 色 彩 効 果 が 発 現 さ れ る こ
と を 見 出 し 、 さ ら に 鋭 意 検 討 を 重 ね る こ と に よ り 本 発 明 を 完 成 す る に 至 っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 か く し て 、 本 発 明 に よ れ ば 「 互 い に 染 色 性 を 異 に す る マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ お よ び
マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ を 含 む 複 合 糸 で あ っ て 、 下 記 （ ａ ） ～ （ ｄ ） の 構 造 部 を 糸 長 方
向 に 沿 っ て ラ ン ダ ム に 有 し 、 ス ラ ブ 構 造 部 （ ａ ） ～ （ ｃ ） の 合 計 個 数 が １ ～ ９ ０ 個 ／ ｍ で
あ り 、 か つ ス ラ ブ 構 造 部 （ ａ ） ～ （ ｃ ） の 平 均 見 か け 繊 度 が 複 合 糸 全 体 繊 度 の １ ． ０ ５ ～
１ ０ 倍 の 範 囲 内 で あ る こ と を 特 徴 と す る 複 合 ス ラ ブ 糸 。 」 が 提 供 さ れ る 。
（ ａ ） マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ が 芯 部 に 位 置 し 、 一 方 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ が ス ラ
ブ を 形 成 し な が ら 鞘 部 に 位 置 す る ス ラ ブ 構 造 部 。
（ ｂ ） マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ が 芯 部 に 位 置 し 、 一 方 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ が ス ラ
ブ を 形 成 し な が ら 鞘 部 に 位 置 す る ス ラ ブ 構 造 部 。
（ ｃ ） マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ と マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ と が 混 ざ り あ い な が ら ス ラ
ブ を 形 成 す る ス ラ ブ 構 造 部 。
（ ｄ ） マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ と マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ と が 引 き 揃 え ら れ た フ ラ ッ
ト 構 造 部 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ の 際 、 ス ラ ブ 構 造 部 （ ａ ） ～ （ ｃ ） に お い て ス ラ ブ の 形 状 が ル ー プ 状 で あ る と さ ら に
自 然 な 奥 深 い 色 彩 を 得 る こ と が で き 好 ま し い 。 ま た 、 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ お よ び マ
ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ の う ち 、 ど ち ら か 一 方 が カ チ オ ン 染 料 可 染 性 ポ リ エ ス テ ル か ら 形
成 さ れ 、 他 方 が カ チ オ ン 染 料 不 染 性 ポ リ エ ス テ ル か ら 形 成 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 の 複 合 ス ラ ブ 糸 は 、 少 な く と も 互 い に 染 色 性 を 異 に す る マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ
お よ び マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ を 用 い て 、 こ れ ら マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ お よ び マ ル
チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ の 供 給 速 度 を 各 々 独 立 か つ ラ ン ダ ム に 変 化 さ せ な が ら 圧 空 乱 流 ノ ズ
ル で 混 繊 処 理 す る こ と に よ り 製 造 す る こ と が で き る 。 そ の 際 、 圧 空 乱 流 ノ ズ ル が タ ス ラ ン
ノ ズ ル で あ る こ と が 好 ま し い 。
　 ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 前 記 の 複 合 ス ラ ブ 糸 を 含 む 織 編 物 が 提 供 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 何 色 も の 落 ち 葉 が 重 な り 合 っ て 全 体 に 落 ち 着 い た 調 和 の あ る 自 然 感 に
富 む 色 彩 効 果 を 発 現 可 能 な 複 合 ス ラ ブ 糸 お よ び そ の 製 造 方 法 お よ び か か る 複 合 ス ラ ブ 糸 を
含 む 織 編 物 が 得 ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 ま ず 、 本 発 明 の 複 合 ス ラ ブ 糸 に は 、 互 い に 染 色 性 を 異 に す る マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ
お よ び マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ が 含 ま れ る 。 こ こ で 、 「 互 い に 染 色 性 を 異 に す る 」 と は
、 同 一 の 染 料 を 用 い て 染 色 し た 場 合 、 一 方 の み が 染 色 さ れ る か 一 方 の ほ う が 濃 く 染 ま る と
い う 意 味 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 か か る マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ お よ び マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ を 形 成 す る 繊 維 と し
て は 特 に 限 定 さ れ ず 、 日 本 化 学 繊 維 協 会 発 行 の 「 繊 維 ハ ン ド ブ ッ ク 」 ２ ０ ０ １ 年 版 、 ３ ０
６ 頁 に 記 載 さ れ た 合 成 繊 維 、 半 合 成 繊 維 、 再 生 繊 維 、 天 然 繊 維 な ど か ら 任 意 に 選 定 す る こ
と が で き る 。 例 え ば 、 カ チ オ ン 染 料 不 染 性 の 通 常 の ポ リ エ ス テ ル と カ チ オ ン 染 料 可 染 性 ポ
リ エ ス テ ル と の 組 合 せ 、 通 常 の ポ リ エ ス テ ル と 共 重 合 ポ リ エ ス テ ル と の 組 合 せ 、 ポ リ エ チ
レ ン テ レ フ タ レ ー ト と ポ リ ト リ メ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト な ど よ う に 異 種 ポ リ エ ス テ ル 同 士
の 組 合 せ 、 艶 消 し 剤 を 多 量 に 含 ん だ ポ リ エ ス テ ル と 艶 消 し 剤 を 含 ま な い か 微 量 含 ん だ ポ リ
エ ス テ ル の 組 合 せ 、 ポ リ エ ス テ ル と ナ イ ロ ン と の 組 合 せ 、 ポ リ エ ス テ ル と レ ー ヨ ン と の 組
合 せ 、 ポ リ エ ス テ ル と ア セ テ ー ト と の 組 合 せ な ど が 例 示 さ れ る 。 な か で も 、 カ チ オ ン 染 料
不 染 性 の 通 常 の ポ リ エ ス テ ル と カ チ オ ン 染 料 可 染 性 ポ リ エ ス テ ル と の 組 合 せ が 特 に 好 ま し
く 、 か か る 組 合 せ を 採 用 し て 複 合 ス ラ ブ 糸 を 得 た 後 、 分 散 染 料 と カ チ オ ン 染 料 で 染 め 分 け
染 色 す る と 、 よ り 自 然 な 奥 深 い 色 彩 を 得 る こ と が で き る 。 こ れ ら の 糸 条 は １ 種 の ポ リ マ ー
か ら な る 単 独 糸 条 で あ っ て も よ い し 、 ２ 種 以 上 の ポ リ マ ー か ら な る 複 合 繊 維 （ コ ン ジ ュ ゲ
ー ト ） 糸 条 で あ っ て も よ い 。 さ ら に は 、 紡 糸 混 繊 糸 条 の よ う に 複 数 種 類 の 単 糸 で 構 成 さ れ
る マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 な お 、 前 記 カ チ オ ン 染 料 可 染 性 ポ リ エ ス テ ル と し て は 、 テ レ フ タ ル 酸 な ど の ジ カ ル ボ ン
酸 成 分 中 に 、 そ の 全 モ ル 量 の １ ． ０ ～ ５ ． ０ モ ル の ナ ト リ ウ ム ス ル ホ イ ソ フ タ ル 酸 を 共 重
合 し た カ チ オ ン 染 料 可 染 性 ポ リ エ ス テ ル が 好 適 に 例 示 さ れ る 。 ま た 、 共 重 合 ポ リ エ ス テ ル
と し て は 、 共 重 合 ポ リ エ ス テ ル の 主 構 成 モ ノ マ ー が エ チ レ ン グ リ コ ー ル 及 び テ レ フ タ ル 酸
で あ り 、 こ の 主 構 成 モ ノ マ ー に 共 重 合 す る 第 三 成 分 が 、 イ ソ フ タ ー ル 酸 、 ア ジ ピ ン 酸 、 ポ
リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル か ら 選 ば れ た 少 な く と も １ 種 か ら な る 共 重 合 ポ リ エ ス テ ル が 好 適 に
例 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 繊 維 形 態 と し て は 長 繊 維 （ マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト ） で あ る 必 要 が あ る 。 短 繊 維 で は 、 本 発
明 の 主 目 的 で あ る 自 然 感 に 富 む 色 彩 効 果 が 得 ら れ ず 好 ま し く な い 。 か か る 繊 維 の 断 面 形 状
は 特 に 限 定 さ れ ず 、 丸 、 三 角 、 扁 平 、 中 空 な ど 公 知 の 断 面 形 状 が 採 用 で き る 。 マ ル チ フ ィ
ラ メ ン ト 糸 条 Ａ お よ び マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ に お い て 繊 維 の 断 面 形 状 を 異 な ら せ て も
よ い 。 さ ら に は 、 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ お よ び ／ ま た は マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ は
通 常 の 仮 撚 捲 縮 加 工 が 施 さ れ て い て も よ い 。 例 え ば 、 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ お よ び マ
ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ に お い て 、 一 方 に の み 仮 撚 捲 縮 加 工 が 施 さ れ て い て も よ い し 両 糸
条 に 仮 撚 捲 縮 加 工 が 施 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 の マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ お よ び マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ に お い て 、 マ ル チ フ
ィ ラ メ ン ト 糸 条 を 構 成 す る フ ィ ラ メ ン ト 数 と し て は 、 ４ 本 以 上 （ 好 ま し く は 、 ２ ０ ～ ２ ０
０ 本 ） で あ る 必 要 が あ る 。 該 フ ィ ラ メ ン ト 数 が ４ 本 未 満 で は 、 本 発 明 の 主 目 的 で あ る 自 然
感 に 富 む 色 彩 効 果 が 得 ら れ ず 好 ま し く な い 。 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 の 総 繊 度 、 単 糸 繊 度
に つ い て は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 風 合 い や 生 産 性 の 点 で 総 繊 度 ３ ０ ～ ８ ０ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ 、 単
糸 繊 度 ０ ． １ ～ １ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ の 範 囲 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 複 合 ス ラ ブ 糸 に は 、 互 い に 染 色 性 を 異 に す る 前 記 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ お
よ び マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ が 含 ま れ る 。 そ の 際 、 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ お よ び ／
ま た は マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ は 複 数 糸 条 で あ っ て も よ い し 、 さ ら に は 他 糸 条 が 含 ま れ
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て い て も さ し つ か え な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 複 合 ス ラ ブ 糸 は 、 下 記 （ ａ ） ～ （ ｄ ） の 構 造 部 を 糸 長 方 向 に 沿 っ て ラ ン
ダ ム に 有 す る 。
（ ａ ） マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ が 芯 部 に 位 置 し 、 一 方 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ が ス ラ
ブ を 形 成 し な が ら 鞘 部 に 位 置 す る ス ラ ブ 構 造 部 。
（ ｂ ） マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ が 芯 部 に 位 置 し 、 一 方 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ が ス ラ
ブ を 形 成 し な が ら 鞘 部 に 位 置 す る ス ラ ブ 構 造 部 。
（ ｃ ） マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ と マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ と が 混 ざ り あ い な が ら ス ラ
ブ を 形 成 す る ス ラ ブ 構 造 部 。
（ ｄ ） マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ と マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ と が 引 き 揃 え ら れ た フ ラ ッ
ト 構 造 部 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ こ で 、 （ ａ ） ～ （ ｃ ） の ス ラ ブ 構 造 部 に お い て 、 図 ２ の （ １ ） ～ （ ３ ） に 模 式 的 に 示
す よ う に ス ラ ブ を 形 成 す る 単 糸 が ル ー プ 状 に な っ て い る と 、 単 糸 間 の 空 隙 が 大 き い た め ス
ラ ブ の 内 層 部 に も 十 分 な 光 が 通 り 、 外 部 と 内 部 と で 光 が 干 渉 し あ う こ と に よ り 見 る 角 度 で
色 彩 が 変 化 し 、 よ り 自 然 な 奥 深 い 色 彩 を 得 る こ と が で き 好 ま し い 。 な お 、 か か る ル ー プ 状
の ス ラ ブ は 後 記 の 製 造 方 法 で 容 易 に 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 フ ラ ッ ト 構 造 部 （ ｄ ） と は 、 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ と マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸
条 Ｂ と が 引 き 揃 え 状 態 に あ る か 、 ま た は 多 少 両 者 が 混 繊 さ れ て い る か 、 ま た は 両 者 が 適 度
に 絡 み あ い 分 離 し 難 い 状 態 に あ る 構 造 部 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 複 合 ス ラ ブ 糸 に お い て 、 （ ａ ） ～ （ ｃ ） の ス ラ ブ 構 造 部 と （ ｄ ） の フ ラ ッ ト 構
造 部 以 外 に 、 ネ ッ プ 構 造 部 （ 長 さ ５ ｍ ｍ 以 下 で 硬 く な っ て い る 個 所 ） が 混 在 し て い て も さ
し つ か え な い 。 ネ ッ プ 構 造 部 の 数 が 多 い と ネ ッ プ が 目 立 ち 自 然 感 が 損 な わ れ る お そ れ が あ
る が 、 ネ ッ プ が 自 然 な 色 彩 効 果 を 損 な わ な い 程 度 に 分 散 し て お れ ば 特 に 問 題 な い し 、 逆 に
ネ ッ プ を 併 用 し て さ ら に 高 級 感 を 打 ち 出 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 （ ａ ） ～ （ ｃ ） の ス ラ ブ 構 造 部 の 合 計 個 数 と し て は １ ～ ９ ０ 個 ／ ｍ （ 好 ま し く は ５
～ ７ ０ 個 ／ ｍ ） で あ る こ と が 肝 要 で あ る 。 該 合 計 個 数 が ０ 個 ／ ｍ す な わ ち ス ラ ブ 構 造 部 が
な い 場 合 、 フ ラ ッ ト 構 造 部 の み と な る た め 単 調 な 色 彩 と な り 自 然 感 に 劣 り 好 ま し く な い 。
逆 に 、 該 合 計 個 数 が ９ ０ 個 ／ ｍ よ り も 多 い と ス ラ ブ が 目 立 ち 高 級 感 に 欠 け る ば か り か ス ラ
ブ 構 造 部 と フ ラ ッ ト 構 造 部 と の バ ラ ン ス が く ず れ 、 ス ラ ブ 構 造 部 の 色 彩 効 果 が 目 立 ち す ぎ
て 落 ち 着 い た 自 然 感 に 富 ん だ 色 彩 が 得 ら れ ず 好 ま し く な い 。 ス ラ ブ 構 造 部 の 合 計 個 数 が １
～ ９ ０ 個 ／ ｍ の 範 囲 内 で あ れ ば 、 ス ラ ブ ば か り が 目 立 つ こ と も な い の で 高 級 感 を 維 持 で き
自 然 な 色 彩 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 前 記 ス ラ ブ 構 造 部 の 合 計 個 数 の 測 定 は 、 複 合 ス ラ ブ 糸 を １ ０ ｍ 採 取 し て 目 視 で そ
の 中 の ス ラ ブ 構 造 部 （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） 全 て を 数 え て １ メ ー ト ル 当 た り の 個 数 （ 個 ／
ｍ ） に 換 算 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 ス ラ ブ 構 造 部 の 太 さ と し て は 、 ス ラ ブ 構 造 部 （ ａ ） ～ （ ｃ ） の 平 均 見 か け 繊 度 が 複
合 糸 全 体 繊 度 の １ ． ０ ５ ～ １ ０ 倍 （ 好 ま し く は １ ． ２ ～ ５ ． ０ 倍 ） の 範 囲 内 で あ る こ と が
肝 要 で あ る 。 該 平 均 見 か け 繊 度 が 複 合 糸 全 体 繊 度 の １ ． ０ ５ 倍 よ り も 小 さ い と ス ラ ブ 構 造
部 と フ ラ ッ ト 構 造 部 と の 形 態 差 が 小 さ く 、 ス ラ ブ 構 造 部 と フ ラ ッ ト 構 造 部 と の 色 彩 効 果 の
差 が 現 れ に く く 好 ま し く な い 。 逆 に 、 該 平 均 見 か け 繊 度 が 複 合 糸 全 体 繊 度 の １ ０ 倍 よ り 大
き い と ス ラ ブ 構 造 部 と フ ラ ッ ト 構 造 部 と の 形 態 差 が 大 き す ぎ て ス ラ ブ が 目 立 ち 、 高 級 感 が
損 な わ れ る だ け で な く ス ラ ブ 構 造 部 の 色 彩 が 目 立 ち す ぎ 自 然 な 色 彩 効 果 が 得 ら れ ず 好 ま し
く な い 。 ス ラ ブ 構 造 部 （ ａ ） ～ （ ｃ ） の 長 さ は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 （ ａ ） ～ （ ｃ ） 各 々
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１ ０ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ 程 度 で あ る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 フ ラ ッ ト 構 造 部 （ ｄ ） の 長 さ と し て
は １ ０ ～ ３ ０ ０ ｍ ｍ 程 度 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ こ で 、 繊 度 は 下 記 の 方 法 で 測 定 す る 。 ま ず 、 複 合 ス ラ ブ 糸 か ら ５ ｍ 採 集 し 、 そ の な か
の （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） 全 て の ス ラ ブ 構 造 部 の 長 さ を 、 ス ケ ー ル を 用 い て ｍ ｍ 単 位 で 測
長 し 、 全 測 長 を 記 録 し た 後 、 測 長 し た 個 々 の ス ラ ブ 構 造 部 を 切 り 取 り 、 切 り 取 っ た ス ラ ブ
構 造 部 を 集 め て 全 質 量 を ０ ． ０ ０ ０ ｇ の 単 位 で 測 定 し 、 全 測 長 と 全 質 量 と か ら 通 常 の 方 法
に よ り ス ラ ブ 構 造 部 の 平 均 見 か け 繊 度 を 算 出 し ス ラ ブ 構 造 部 の 平 均 見 か け 繊 度 （ ｄ ｔ ｅ ｘ
） と す る 。 一 方 、 複 合 ス ラ ブ 糸 全 体 繊 度 は 、 通 常 の 検 尺 機 を 用 い て 一 定 長 を 採 取 し た 後 、
質 量 を 測 定 し 通 常 の 方 法 で 繊 度 （ ｄ ｔ ｅ ｘ ） を 算 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 複 合 ス ラ ブ 糸 の 製 造 方 法 に つ い て 図 １ に 示 す 装 置 を 用 い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 互 い に 染 色 性 を 異 に す る マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ （ １ ） お よ び マ ル チ フ ィ ラ メ
ン ト 糸 条 Ｂ （ ２ ） を 準 備 し 、 各 々 の 糸 条 を 可 変 速 ロ ー ラ ー ３ お よ び ４ に 給 糸 す る 。 そ の 際
、 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ （ １ ） お よ び ／ ま た は マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ （ ２ ） を 複
数 本 使 用 し た り 、 さ ら に 他 糸 条 を 同 時 に 給 糸 し て も さ し つ か え な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 可 変 速 ロ ー ラ ー ３ お よ び ４ は 、 イ ン バ ー タ ー の 周 波 数 を 短 時 間 に 変 化 さ せ る こ と で
速 度 を 変 則 的 に 変 化 さ せ る こ と の で き る 可 変 速 モ ー タ ー の シ ャ フ ト に 取 り 付 け ら れ て お り
、 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ お よ び マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ の 供 給 速 度 を 各 々 独 立 か つ
ラ ン ダ ム に 変 化 さ せ る こ と が で き る 。 そ の 際 、 可 変 速 ロ ー ラ ー ３ お よ び ４ の 速 度 は ０ ． ０
１ ～ ２ ． ０ 秒 時 間 ご と に ラ ン ダ ム に 変 化 さ せ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 い で 、 両 糸 条 を 圧 空 乱 流 ノ ズ ル ５ で 混 繊 処 理 し た 後 、 引 取 り ロ ー ラ ー ６ で 引 取 る こ と
に よ り 本 発 明 の 複 合 ス ラ ブ 糸 を 製 造 す る こ と が で き る 。 か か る 圧 空 乱 流 ノ ズ ル と し て は 、
公 知 の タ ス ラ ン ノ ズ ル や イ ン タ ー レ ー ス ノ ズ ル を 使 用 す る こ と が で き る 。 な か で も 、 タ ス
ラ ン ノ ズ ル の よ う に 、 エ ア ー を ノ ズ ル の 一 方 か ら 吸 い 込 み 他 方 に 吐 き 出 す タ イ プ の も の が
、 前 記 の ル ー プ 状 の ス ラ ブ が 形 成 さ れ や す く 好 ま し い 。 イ ン タ ー レ ー ス ノ ズ ル で は 、 ル ー
プ が 形 成 さ れ に く く ス ラ ブ の 太 さ が 小 さ く な る の で 目 的 に 応 じ て 適 宜 選 定 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ こ で 、 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ の 供 給 速 度 が 瞬 間 的 に 速 く 、 一 方 マ ル チ フ ィ ラ メ ン
ト 糸 条 Ｂ の 供 給 速 度 が 瞬 間 的 に 遅 く 、 か つ 引 取 り ロ ー ラ ー ６ の 引 取 り 速 度 が 可 変 速 ロ ー ラ
ー ３ お よ び ４ よ り 遅 い 場 合 に 、 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ が 鞘 部 （ 外 層 部 ） に 位 置 し マ ル
チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ が 芯 部 （ 内 層 部 ） に 位 置 す る ス ラ ブ 構 造 部 （ ｂ ） が 形 成 さ れ る 。 ま
た 、 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ の 供 給 速 度 が 瞬 間 的 に 速 く 、 一 方 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条
Ａ の 供 給 速 度 が 瞬 間 的 に 遅 く 、 か つ 引 取 り ロ ー ラ ー ６ の 引 取 り 速 度 が 可 変 速 ロ ー ラ ー ３ お
よ び ４ よ り 遅 い 場 合 に 、 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ が 鞘 部 に 位 置 し マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸
条 Ａ が 芯 部 に 位 置 す る ス ラ ブ 構 造 部 （ ａ ） が 形 成 さ れ る 。 さ ら に 、 可 変 速 ロ ー ラ ー ３ と ４
の 送 り 速 度 が 瞬 間 的 に ほ ぼ 同 じ で あ っ て 、 か つ 引 取 り ロ ー ラ ー ６ の 引 取 り 速 度 よ り も 遅 い
場 合 に 、 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ と マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ と が 混 ざ り あ い な が ら ス
ラ ブ を 形 成 す る ス ラ ブ 構 造 部 （ ｃ ） が 形 成 さ れ る 。 一 方 、 可 変 速 ロ ー ラ ー ３ 、 ４ の 送 り 速
度 と 引 取 り ロ ー ラ ー ６ の 引 取 り 速 度 が ほ ぼ 同 じ で あ る 場 合 に は 、 ス ラ ブ を 形 成 す る だ け の
糸 条 た る み の 発 生 が 困 難 で あ る た め 、 瞬 間 的 な 速 度 変 化 に 応 じ て 、 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸
条 Ａ と マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ と が 混 繊 さ れ る こ と な く 平 行 状 態 に あ る か 、 少 し 混 繊 さ
れ て い る か 、 ス ラ ブ を 形 成 す る こ と な く 十 分 に 混 繊 さ れ て い る フ ラ ッ ト 構 造 部 （ ｄ ） が 形
成 さ れ る 。 そ の 際 、 圧 空 乱 流 ノ ズ ル ５ に お い て 、 糸 条 の 供 給 量 が 多 く 糸 条 の 張 力 が 下 が れ
ば 、 混 繊 程 度 が 増 し ス ラ ブ が 形 成 さ れ 、 逆 に 糸 条 の 供 給 量 が 減 り 糸 条 の 張 力 が 上 が る と 、
混 繊 程 度 が 減 少 し フ ラ ッ ト 構 造 部 が 多 く な る 。 こ の よ う に 時 間 的 に 速 度 変 化 す る 可 変 速 ロ
ー ラ ー ３ お よ び ４ と 、 引 取 り ロ ー ラ ー ６ と の 間 に 圧 空 乱 流 ノ ズ ル ５ を 設 置 す る こ と に よ り
ス ラ ブ 構 造 部 （ ａ ） ～ （ ｃ ） と フ ラ ッ ト 構 造 部 （ ｄ ） が 形 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 記 引 取 り ロ ー ラ ー ６ で 引 取 ら れ た 複 合 ス ラ ブ 糸 は そ の ま ま 巻 取 り 機 ９ で 巻 き 取 っ て も
よ い が 、 必 要 に 応 じ て 、 引 き 続 い て 引 取 り ロ ー ラ ー ６ と 第 ２ 引 取 り ロ ー ラ ー ７ と の 間 で 加
熱 体 ８ に よ り 糸 条 を 熱 セ ッ ト す る こ と に よ り 糸 条 全 体 を 熱 収 縮 さ せ る か ス ラ ブ 構 造 部 の 飛
び 出 し ル ー プ を 熱 収 縮 さ せ 小 さ く し て も よ い し 、 熱 延 伸 に よ り 糸 条 全 体 を 引 き 伸 ば し フ ラ
ッ ト 構 造 部 を 増 や し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 か く し て 得 ら れ た 複 合 ス ラ ブ 糸 は 必 要 に 応 じ て 加 工 糸 や 撚 糸 糸 条 と な し 、 単 独 で ま た は
他 糸 条 （ ポ リ エ ス テ ル 繊 維 、 ナ イ ロ ン 繊 維 、 天 然 繊 維 な ど ） と 交 編 織 さ せ て 、 公 知 の 繊 維
集 合 体 で あ る 織 編 物 と さ れ る 。 織 物 の 織 組 織 と し て は 、 平 織 、 綾 織 、 朱 子 織 、 ま た は こ れ
ら の 変 化 組 織 な ど が 好 ま し く 用 い ら れ る 。 編 物 で は 、 ス ム ー ス な ど の 丸 編 物 、 緯 編 物 、 経
編 物 な ど い ず れ で も 使 用 で き る 。 こ れ ら の 織 編 物 は １ 種 、 好 ま し く は ２ 種 以 上 の 染 料 を 用
い て 染 色 加 工 さ れ る 。 さ ら に は 、 本 発 明 の 目 的 が 損 な わ れ な い 範 囲 で あ れ ば 、 常 法 の 吸 水
加 工 、 撥 水 加 工 、 起 毛 加 工 、 さ ら に は 、 紫 外 線 遮 蔽 あ る い は 制 電 剤 、 難 燃 剤 、 抗 菌 剤 、 消
臭 剤 、 防 虫 剤 、 蓄 光 剤 、 再 帰 反 射 剤 、 マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 剤 等 の 機 能 を 付 与 す る 各 種 加 工
を 付 加 適 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の 複 合 ス ラ ブ 糸 に お い て 、 例 え ば マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ と マ ル チ フ ィ ラ メ ン
ト 糸 条 Ｂ の う ち 一 方 が カ チ オ ン 染 料 不 染 性 の 通 常 の ポ リ エ ス テ ル （ 以 下 普 通 ポ リ エ ス テ ル
と い う 。 ） か ら な り 、 他 方 が カ チ オ ン 染 料 可 染 性 ポ リ エ ス テ ル （ 以 下 カ チ オ ン 可 染 ポ リ エ
ス テ ル と い う 。 ） か ら な る 場 合 に は 、 か か る 複 合 ス ラ ブ 糸 ま た は 該 複 合 ス ラ ブ 糸 を 含 む 織
編 物 を 、 分 散 染 料 と カ チ オ ン 染 料 で 染 め 分 け 染 色 す る と 下 記 の よ う な 作 用 効 果 が 発 現 さ れ
る 。 す な わ ち 、 普 通 ポ リ エ ス テ ル 糸 条 が 主 に 鞘 部 に 位 置 し 、 一 方 カ チ オ ン 可 染 ポ リ エ ス テ
ル 糸 条 が 主 に 芯 部 に 位 置 す る ス ラ ブ 構 造 部 で は 、 普 通 ポ リ エ ス テ ル 糸 条 が 分 散 染 料 で 染 め
ら れ 、 カ チ オ ン 可 染 ポ リ エ ス テ ル 糸 条 が 分 散 染 料 と カ チ オ ン 染 料 で 染 め ら れ る た め 鞘 部 と
芯 部 と の 色 彩 が 異 な る 。 そ の 際 、 ス ラ ブ を 形 成 す る 単 糸 が ル ー プ 状 に な っ て い る と 、 単 糸
間 の 空 隙 が 大 き い た め ス ラ ブ の 芯 部 に も 十 分 な 光 が 通 り 、 外 部 と 内 部 と で 光 が 干 渉 し あ う
こ と に よ り 見 る 角 度 で 色 彩 が 変 化 し 、 よ り 自 然 な 奥 深 い 色 彩 を 得 る こ と が で き る 。 同 じ よ
う に 、 普 通 ポ リ エ ス テ ル 糸 条 が 主 に 芯 部 に 位 置 し 、 一 方 カ チ オ ン 可 染 ポ リ エ ス テ ル 糸 条 が
主 に 鞘 部 に 位 置 す る ス ラ ブ 構 造 部 で は 、 前 記 と は 異 な る 色 彩 効 果 が 発 現 さ れ る 。 ま た 、 両
糸 条 が 混 ざ り 合 い な が ら ス ラ ブ を 形 成 し て い る ス ラ ブ 構 造 部 で は 前 記 の ス ラ ブ 構 造 部 と は
全 く 異 な る 複 雑 な 色 彩 効 果 が 得 ら れ る 。 一 方 、 フ ラ ッ ト 構 造 部 で は 、 混 繊 状 態 の 多 少 に 応
じ て 種 々 の 色 彩 効 果 が 発 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 複 合 ス ラ ブ 糸 に お い て 、 ス ラ ブ 構 造 部 は 均 一 的 な も の で な く 長
さ 太 さ も 異 な る た め 、 ス ラ ブ 構 造 部 や フ ラ ッ ト 構 造 部 の 混 繊 状 態 に よ り 、 見 か け の 色 彩 が
多 種 多 様 で 、 従 来 得 ら れ な か っ た 自 然 感 に 富 む 色 彩 を 得 る こ と が で き る 。 か か る 色 彩 効 果
は 片 染 め で も 得 ら れ る が 、 複 数 の 染 料 を 用 い て 染 色 し た 場 合 、 一 層 優 れ た 効 果 が 得 ら れ 好
ま し い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 本 発 明 の 実 施 例 及 び 比 較 例 を 詳 述 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら に よ っ て 限 定 さ れ る も の
で は な い 。 な お 、 実 施 例 中 の 各 測 定 項 目 は 下 記 の 方 法 で 測 定 し た 。
（ １ ） ス ラ ブ 構 造 部 の 合 計 個 数
　 ス ラ ブ 構 造 部 の 合 計 個 数 の 測 定 は 、 複 合 ス ラ ブ 糸 を １ ０ ｍ 採 取 し て 目 視 の そ の 中 の ス ラ
ブ 構 造 部 （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） 全 て を 数 え て １ メ ー ト ル 当 た り の 個 数 （ 個 ／ ｍ ） に 換 算
す る 。
（ ２ ） 繊 度
　 ま ず 複 合 ス ラ ブ 糸 か ら ５ ｍ 採 集 し 、 そ の な か の （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） 全 て の ス ラ ブ 構
造 部 の 長 さ を 、 ス ケ ー ル を 用 い て ｍ ｍ 単 位 で 測 長 し 、 全 測 長 を 記 録 し た 後 、 測 長 し た 個 々
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の ス ラ ブ 構 造 部 を 切 り 取 り 、 切 り 取 っ た ス ラ ブ 構 造 部 を 集 め て 全 質 量 を ０ ． ０ ０ ０ ｇ の 単
位 で 測 定 し 、 全 測 長 と 全 質 量 と か ら 通 常 の 方 法 に よ り ス ラ ブ 構 造 部 の 平 均 見 か け 繊 度 を 算
出 し ス ラ ブ 構 造 部 の 平 均 見 か け 繊 度 （ ｄ ｔ ｅ ｘ ） と す る 。 一 方 、 複 合 ス ラ ブ 糸 全 体 繊 度 は
、 通 常 の 検 尺 機 を 用 い て 一 定 長 を 採 取 し た 後 、 質 量 を 測 定 し 、 通 常 の 方 法 （ ｎ 数 ５ ） で 繊
度 （ ｄ ｔ ｅ ｘ ） を 算 出 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 　 ［ 実 施 例 １ ］
　 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ と し て 、 通 常 の 方 法 で 紡 糸 ・ 延 伸 さ れ た 通 常 の ポ リ エ チ レ ン
テ レ フ タ レ ー ト マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｓ Ｄ １ ８ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ ／ ７ ２ ｆ ｉ ｌ を 準 備 し 、 一 方
マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ と し て 、 通 常 の 方 法 で 紡 糸 ・ 延 伸 さ れ ５ － ナ ト リ ウ ム ス ル ホ イ
ソ フ タ ル 酸 を ２ ． ６ モ ル ％ 共 重 合 し た ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト （ カ チ オ ン 可 染 ポ リ エ
ス テ ル ） マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｓ Ｄ １ ８ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ ／ ４ ８ ｆ ｉ ｌ を 準 備 し た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 い で 、 両 糸 条 を 図 １ に 示 す 製 造 装 置 （ た だ し 、 第 ２ 引 取 り ロ ー ラ ー ７ と 加 熱 体 ８ は な
い も の 。 ） に 供 し て 複 合 ス ラ ブ 糸 を 得 た 。
　 そ の 際 、 可 変 速 ロ ー ラ ー ３ お よ び ４ の 速 度 は と も に １ ９ ５ ～ ２ ４ ０ ｍ ／ 分 、 可 変 速 ロ ー
ラ ー ３ お よ び ４ の 速 度 は と も に ０ ． ０ １ 秒 か ら １ ． ０ 秒 時 間 毎 に 各 々 独 立 か つ ラ ン ダ ム に
変 化 さ せ た 。 ま た 、 引 取 り ロ ー ラ ー ６ の 速 度 は ２ ０ ０ ｍ ／ 分 、 巻 取 り 機 ９ の 巻 取 り 速 度 は
１ ９ ７ ｍ ／ 分 と し 、 圧 空 乱 流 ノ ズ ル と し て は タ ス ラ ン ノ ズ ル を 使 用 し 、 圧 空 乱 流 圧 力 を ０
． ８ Ｍ Ｐ ａ と し た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 得 ら れ た 複 合 ス ラ ブ 糸 に お い て 、 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ が 芯 部 に 位 置 し 、 一 方 マ ル
チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ が ス ラ ブ を 形 成 し な が ら 鞘 部 に 位 置 す る ス ラ ブ 構 造 部 （ ａ ） 、 マ ル
チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ が 芯 部 に 位 置 し 、 一 方 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ が ス ラ ブ を 形 成 し
な が ら 鞘 部 に 位 置 す る ス ラ ブ 構 造 部 （ ｂ ） 、 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ と マ ル チ フ ィ ラ メ
ン ト 糸 条 Ｂ と が 混 ざ り あ い な が ら ス ラ ブ を 形 成 す る ス ラ ブ 構 造 部 （ ｃ ） 、 マ ル チ フ ィ ラ メ
ン ト 糸 条 Ａ と マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ と が 引 き 揃 え ら れ た フ ラ ッ ト 構 造 部 （ ｄ ） が 形 成
さ れ て い た 。 ま た 、 該 複 合 ス ラ ブ 糸 の 全 体 繊 度 は ３ ９ ３ ｄ ｔ ｅ ｘ で あ り 、 該 複 合 ス ラ ブ 糸
の ス ラ ブ 構 造 部 の 平 均 見 か け 繊 度 は ４ ７ ４ ｄ ｔ ｅ ｘ で あ っ た （ ス ラ ブ 構 造 部 の 平 均 見 か け
繊 度 が 複 合 糸 全 体 繊 度 の １ ． ２ 倍 ） 。 該 複 合 ス ラ ブ 糸 に お い て 、 ス ラ ブ 構 造 部 （ ａ ） ～ （
ｃ ） の 長 さ は 各 々 １ ２ ～ ４ ５ ｍ ｍ の 範 囲 で あ り 、 そ の 合 計 個 数 は １ ７ 個 ／ ｍ で あ っ た 。 ま
た 、 フ ラ ッ ト 構 造 部 （ ｄ ） の 長 さ は １ ０ ～ ８ ０ ｍ ｍ の 範 囲 で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 該 複 合 ス ラ ブ 糸 に ３ ０ ０ Ｔ ／ ｍ の 撚 り を 施 し た 後 、 該 複 合 ス ラ ブ 糸 を 経 緯 に 全 量 用 い て
通 常 の 平 組 織 に て 生 機 （ 織 物 ） を 製 織 し た 。 次 い で 、 温 度 ９ ８ ℃ の 温 水 中 に て 時 間 ３ ０ 分
間 の リ ラ ッ ク ス 処 理 を 行 っ た 後 、 風 乾 し 、 引 き 続 い て 通 常 の ピ ン テ ン タ ー で 乾 燥 機 温 度 １
８ ０ ℃ に て ４ ０ 秒 処 理 し 、 引 き 続 き 通 常 の 液 流 式 高 温 染 色 機 を 用 い て 温 度 １ ３ ０ ℃ に て 、
ベ ー ジ ュ 色 の 分 散 染 料 、 こ げ 茶 色 の カ チ オ ン 可 染 染 料 、 各 々 ５ ％ Ｏ Ｗ Ｆ に て ３ ０ 分 間 染 色
処 理 し た 。 さ ら に 風 乾 し 、 通 常 の ピ ン テ ン タ ー 乾 燥 機 で 、 温 度 １ ６ ０ ℃ に て 時 間 ４ ０ 秒 間
セ ツ ト し て 製 品 と し た 。 得 ら れ た 製 品 は 高 級 感 の あ る 自 然 感 に 富 む 色 彩 を 有 す る 織 物 で あ
っ た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 　 ［ 比 較 例 １ ］
　 実 施 例 １ に お い て 、 通 常 の ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｓ Ｄ １
８ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ ／ ７ ２ ｆ ｉ ｌ を ロ ー ラ ー ３ に 、 ５ － ナ ト リ ウ ム ス ル ホ イ ソ フ タ ル 酸 を ２ ． ６
モ ル ％ 共 重 合 し た ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト （ カ チ オ ン 可 染 ポ リ エ ス テ ル ） マ ル チ フ ィ
ラ メ ン ト 糸 条 Ｓ Ｄ １ ８ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ ／ ４ ８ ｆ ｉ ｌ を 可 変 速 ロ ー ラ ー ４ に 給 糸 し 、 ロ ー ラ ー ３
の 速 度 は ２ ０ ０ ｍ ／ 分 で 固 定 し 、 一 方 可 変 速 ロ ー ラ ー ４ の 速 度 は １ ９ ８ ～ ２ ４ ０ ｍ ／ 分 で
０ ． ０ ５ 秒 か ら １ ． ０ 秒 時 間 毎 に ラ ン ダ ム に 変 化 さ せ た 。 こ れ 以 外 は 実 施 例 １ と 同 様 に し
て 複 合 ス ラ ブ 糸 を 得 た 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
　 得 ら れ た 複 合 ス ラ ブ 糸 に は 、 通 常 の ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸
条 が 芯 部 に 位 置 し カ チ オ ン 可 染 ポ リ エ ス テ ル マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 が 鞘 部 に 位 置 す る ス
ラ ブ 構 造 部 （ ａ ） と 、 両 糸 条 が 引 き 揃 え ら れ た フ ラ ッ ト 構 造 部 （ ｄ ） が 形 成 さ れ て い た 。
該 複 合 ス ラ ブ 糸 の 全 体 繊 度 は ３ ５ ２ ｄ ｔ ｅ ｘ で あ り 、 該 複 合 ス ラ ブ 糸 の ス ラ ブ 構 造 部 の 平
均 見 か け 繊 度 は ４ ０ ５ ｄ ｔ ｅ ｘ で あ っ た （ ス ラ ブ 構 造 部 の 平 均 見 か け 繊 度 が 複 合 糸 全 体 繊
度 の １ ． １ ５ 倍 ） 。 該 複 合 ス ラ ブ 糸 に お い て 、 ス ラ ブ 構 造 部 （ ａ ） の 長 さ は １ ３ ～ ４ ０ ｍ
ｍ の 範 囲 で あ り 、 そ の 合 計 個 数 は １ ４ 個 ／ ｍ で あ っ た 。 ま た 、 フ ラ ッ ト 構 造 部 （ ｄ ） の 長
さ は １ ５ ～ ９ ０ ｍ ｍ の 範 囲 で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 か か る 複 合 ス ラ ブ 糸 に 実 施 例 １ と 同 様 に 撚 り を 施 し た 後 、 同 様 に 染 色 加 工 仕 上 げ を 施 し
製 品 を 得 た 。 得 ら れ た 製 品 に お い て 、 ス ラ ブ 構 造 部 が 同 一 色 に 染 ま り 均 一 性 が 強 い も の で
高 級 感 に 劣 り 自 然 感 に 欠 け る 色 彩 を 呈 す る 織 物 で あ っ た 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 何 色 も の 落 ち 葉 が 重 な り 合 っ て 全 体 に 落 ち 着 い た 調 和 の あ る 自 然 感 に
富 む 色 彩 効 果 を 発 現 可 能 な 複 合 ス ラ ブ 糸 お よ び そ の 製 造 方 法 お よ び か か る 複 合 ス ラ ブ 糸 を
含 む 織 編 物 が 提 供 さ れ 、 そ の 工 業 的 価 値 は 極 め て 大 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 複 合 ス ラ ブ 糸 を 製 造 す る 際 に 使 用 す る こ と の で き る 装 置 の 概 略 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 複 合 ス ラ ブ 糸 に お い て 、 ル ー プ 状 に 形 成 さ れ た ス ラ ブ 構 造 部 （ ａ ） ～ （
ｃ ） と フ ラ ッ ト 構 造 部 （ ｄ ） を 模 式 的 に 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 １ 　 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ
　 ２ 　 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ
　 ３ ， ４ 　 可 変 速 ロ ー ラ ー
　 ５ 　 圧 空 乱 流 ノ ズ ル
　 ６ 　 引 取 り ロ ー ラ
　 ７ 　 第 2引 取 り ロ ー ラ
　 ８ 　 加 熱 板
　 ９ 　 巻 取 り 機
　 １ ０ 　 複 合 ス ラ ブ 糸
　 １ １ 　 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ｂ
　 １ ２ 　 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 条 Ａ
　 １ ３ 　 ス ラ ブ 構 造 部 （ ａ ）
　 １ ４ 　 ス ラ ブ 構 造 部 （ ｂ ）
　 １ ５ 　 ス ラ ブ 構 造 部 （ ｃ ）
　 １ ６ ， １ ７ 　 フ ラ ッ ト 構 造 部 （ ｄ ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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